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1 ごあいさつ

はじめましての方ははじめまして、しゅーまと

申します。スピーカーを作ったりしています。今

までバックロードホーン、プレーナー、フロア型、

小型ブックシェルフと作ってきまして、この度アニ

ソン試聴会に最新作の小型ブックシェルフスピー

カー、『VVT-5』を出品させていただくことになり
ました。自宅以外に自作スピーカーを持ち出す形

の試聴会は初めてですが、よろしくお願いします。

2 VVT-5
本作 (図 1)はスピーカーメーカーのBOENICKE

audioのW5(図 2)をモデルとして作ったモノで、
小型で高性能なスピーカーをコンセプトにしてい

ます。

2.1 特徴

• サイドウーファーにすることで正面バッフル
の面積を小さくした。

• ツイーターとミッドの振動板径を近くするこ
とでクロスオーバー帯域での指向性変動を小

さくした。

• タイムアライメントを考慮して正面バッフル
を傾けた。

• バスレフポートを側面に這わせ、このサイズ
ながら約 27cmと比較的長いポートとした。

図 1: VVT-5

• バッフルステップ1の補正回路は入れずに、ミッ
ドとウーファーのクロスオーバーを利用した

バッフルステップ補正を行った。

• クロスオーバーネットワークは専用エンクロー
ジャーに入れ、スピーカーの振動と切り離し

た。

1バッフルの大きさによってある波長から音の広がり方が変
わり、高域にかけて 6 dB の段差の様な特性が生じます。これ
をバッフルステップと言います。
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図 2: BOENICKEaudioのスピーカー　 (左)：W8
　 (右)：W5

2.2 使用ユニット

• ツイーター：Vifa XT25SC90-04

ツイーターは安くて性能がいいことで評判の

リングラジエーターを使用しております。

• ミッド：Vifa NE65W-04

ミッドもツイーターと同じく Vifaの製品で、
W5のコピーを作ろうと小型フルレンジユニッ
トを探していた時に目についたモノです。使

用例はあまり見かけませんでしたが、ツイー

ターと同じVifaの製品だけあり、ユニットの
大きさ、ネジの数や位置が同じであるためデ

ザイン的にも合いそうだということで選びま

した。

• ウーファー：TB W5 1138SMF

ウーファーは小型ながら大きな振幅に耐えら

れるサブウーファー用ユニットを使用しまし

た。こちらは BOENICKE audio の W5SE+
に使用されているものと同じ型のウーファー

です。

スペックシートは最後のページに記載しました。

図 3: 積層式のバスレフポート

図 4: 内側から見たバスレフポート

2.3 エンクロージャー

このスピーカーのエンクロージャーは横幅が

10.3cmと BOENICKE W5と同じであるものの、
高さと奥行きはW5より大きくなっています。エ
ンクロージャー内は約 4Lのウーファー部と約 0.5L
のミッド＆ツイーター部に分かれており、ユニッ

ト同士の干渉を防いでます。

バスレフポートは図 3の様に曲線にカットした
ボードを二枚のボードで挟んで作られています。

バスレフポートを内側から見ると図 4の様になっ
ており、下に見える円状の部分にウーファーのマ

グネットが一部ハマる仕組みになっています。
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2.4 クロスオーバー設計

VVT-5のクロスオーバーネットワークは図 5に
示すようになっています。設計方法としては、ツ

イーター、ミッドの far-field特性 (軸上 100cm)と
ミッド、ウーファーのnear-field特性2をそれぞれ測
定し、同じシミュレータ上でミッドの測定値を far、
nearと切り替えながらツイーター、ウーファーと
のクロスを設計しました。ネットワークはなるべ

く単純になるよう心掛けて作りました。

図 5: クロスオーバーネットワーク

2.4.1 mid-tweeter

ツイーター、ミッドのシミュレーター上での正相

接続、逆相接続は図 6、7のようになります。ネッ
トワークはローパス、ハイパス、アッテネータ―か

らなる基本的なもので、C2のコンデンサはツイー
ターの高域を持ち上げるために付けてあります。

2.4.2 woofer-mid

ミッド、ウーファーのシミュレーター上での正

相接続、逆相接続は図 8、9のようになります。グ
ラフからわかるように、500Hz付近を中心に低域
にかけて盛り上げっていますが、これはバッフル

2far-field 特性、near-field 特性とはスピーカーユニットか
ら離れた場所、近い場所で測定した特性であり、前者は部屋の
反射音が乗ってしまうがバッフルの特性も加味でき、後者は部
屋の反射音は無視できるが、バッフルの特性は無視される。今
回は高域の測定においては部屋の反射を切り離せるできるた
め、far を使い、低域は near を使いました。

図 6: ミッド‐ツイーターの正相接続

図 7: ミッド‐ツイーターの逆相接続

ステップ補正を兼ねた特性になります。45Hz付近
にディップができていますが実際はここにバスレ

フポートからの音圧が重なります。

図 8: ウーファー‐ミッドの正相接続

図 9: ウーファー‐ミッドの逆相接続
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図 10: XT25SC90-04

http://www.baysidenet.tv/catalog/pdf/Vifa/XT25SC90-
04.pdf

図 11: NE65W-04

http://www.baysidenet.tv/catalog/pdf/Vifa/NE65W-
04.pdf

図 12: W5-1148SMF

https://www.parts-
express.com/pedocs/specs/264-917-tang-
band-w5-1138smf-specifications.pdf
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